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耳鼻咽喉科領域 におけるS-1108の 臨床的検討
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新 しく開発 され た エス テル型経 ロ セ フェム系抗 生物 質S-1108の 耳鼻 咽喉科 領域 感染症 に対

す る有用性 を検 討す るた め,臨 床 的検討 を行 った。

対象症 例 は急性 中耳 炎3例,慢 性 中耳炎1例,慢 性 中耳 炎 の急性増 悪11例,急 性 外耳 炎1

例,急 性副 鼻腔 炎2例,慢 性副 鼻腔 炎 の急 性増 悪3例,急 性 鼻 咽頭 炎1例 お よ び急性 扁桃 炎

15例 の合計37例 であ る。S-1108の 投与 は1回100mgま た は150mgを1日3回 毎 食後経 口

投 与 し,投 与期 間は3～15日 間で,総 投与 量 は900～6300mgで あ った。

臨床成績 は著効28例,有 効4例,や や有 効4例,無 効1例 で,有 効 率86-5%で あ った。

細菌学的検討で は,33例 か ら Staphylococcus aureus  17株,  Staphylococcus epidermidis

2株,  Streptococcus pneumoniae  1株,  Streptococcus pyogenes 5株 等合計44株 が分離

され,細 菌学 的効果 は消 失34株,存 続3株,不 明7株 で 菌消失率91.9%で あ った。

副作 用 は軽度 の下 痢が1例 に見 られ,臨 床検 査値 異常 は1例 も見 られ なか った。

以上 よ り,本 剤 は耳鼻咽 喉科領 域感 染症 に対 して 有用 な薬剤 と考 え られた。
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S-1108は 塩野義 製薬 研究 所 で合 成 された 新 しい エ

ステル型経 口セ フェム系抗生 物質 で,抗 菌 活性 を有す

るS-1006の4位 の カル ボキ シル基 に ビバ ロイル オキ

シメチル基 をエステ ル結 合 させ る ことによ り消化 管か

らの吸収を高 めた プロ ドラ ッグで あ る。本 剤 は内服後

腸管か ら吸収 され,腸 管 壁 のエ ステラ ーゼに よりエ ス

テル結合が加 水分 解 され,活 性 体S-1006と な り体 内

に分布す る。S-1006は グ ラム 陽性 菌 およ び グラ ム陰

性菌に対 して広範 囲な抗 菌 スペ ク トルを有 し,各 種 細

菌産生の β-lactamaseに 対 して安定 であ る1)。

またS-1108は 食後 投与 によ り用量 相 関性 のあ る良

好な吸収 を 示 し,150mg投 与 時 の最 高 血 中 濃度 は

1.82μg/mlを 示 し,血 中半 減期 は約1時 間 で,投 与

後24時 間の尿 中排泄率 は約40%で あ る1)。

今回,耳 鼻咽 喉科領 域感 染症 に対す る臨床 的検討 を

行 った ので報告 す る。

症 例 は1990年8月 ～1991年5月 の10ヵ 月間 に 当病

院 およ び関連病 院の耳 鼻咽喉科 を受 診 し,治 験 参加 の

同意 が 得 られ た耳鼻 咽喉 科領 域感 染 症37例 で,疾 患

は急 性中 耳炎3例,慢 性 中耳炎1例,慢 性 中耳炎 の急

性 増悪11例,急 性 外 耳 炎1例,急 性 副 鼻腔 炎2例,

慢性 副鼻腔 炎の急 性増悪3例,急 性鼻 咽頭 炎1例 お よ

び急性 扁 桃 炎15例 で あ る。 性 別 は男 性22例,女 性

15例 で,年 齢 は16～73歳,体 重 は40～78kgで あ っ

た。

S-1108の 投与 方 法 は1回100mgま た は150mg

を1日3回 毎 食後 経 口投 与 で,投 与期 間 は3～15日

間投 与 し,総 投 与量 は900～6300mgで あ った。投 与

前後 の 自他 覚症状 を観察 す ると共に 出来 る限 り病巣 か

ら材料 を採 取 し細 菌学的 検討 を行 った。効果 判定 は投
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与 前 後 の 自他 覚 症 状 お よ び細 閑 学 的 成 績 か ら著 効

(excellent),有 効 (good),や や有効 (fair),無 効

(poor)の4段 階 で 判定 した。 ま た、投 与 前 後 に血

液 検 査,肝 機 能 検 査,腎 機能 検 査 等 を 出来 る限 り行

い,安 全性 を検 討 した。

成 繍 の概 要 はTable1に 示 す が,臨 床 効 果 は,急

性中 耳炎3例 と慢 性中 耳炎1例 は全 て著効,慢 性 中耳

炎 の急 性増 悪11例 は著 効4例,有 効3例,や や有 効

3例,無 効1例 で 有 効率63.6%,急 性 外耳 炎1例 は

著 効,急 性 副鼻腔 炎2例 は著効 と有 効,慢 性副鼻 腔炎

の 急性増 悪3例 は著効2例,や や有 効1例,急 性 鼻咽

頭 炎L例 と急性 扁桃 炎15例 は全例 著効 となり,合 計

37例 で は著効28例,有 効4例,や や 有効4例,無 効

L例 で有 効率86.5%で あ った。

細 菌 学 的 検 討 で は,33例 か ら Staphylococcus

 aureus  17株 Staphylococcus epidermidis  2株,

 coaglase-negative Staphylococcus  1 Streptococcus

pneumoniae  1株,  Streptococcus pyogenes  5株,

a -Streptococcus  1株,  Klebsiella pneumoniae 1

株,  Enterobacter cloacae  2株,  Enterobacter

aerogenes  1株,  Acinetobacter calcoaceticus  2株

Acinetobacter lwoffii  1株,  Pseudomonas aeruginosa

Table 1-1. Clinical summary of 37 infected patients treated with S-1108
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Table 1-2. Clinical summary of 37 infected patients treated with S-1108
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4株, Pseudomoms sp, 1株, Corymbacterium

sp. 3株, Bacteroides sp, 2株 の 合計44株 が分 離 さ

れ,細 菌学 的効 果 は消 失34株,存 続3株,不 明7株

で 菌消 失 率91.9%で あ った。細 菌 学 的効 果が 判 定 出

来 た28例 で は消失25例,存 続3例 で あ った。

副 作用 は軽度 の下痢 が1例 に 見 られ たが,特 別な処

置 な しで 本剤投与 を継 続出来 た。 本剤投与 前後 に実施

した臨床 検 査成 績 をTabLe2に 示 す が,臨 床 検 査櫨

異常 は1例 も見 られ なか った。

S-1108は 内 服 後 体 内 でS-1006と な って分 布 し,

抗 菌力 を発 揮す る。S-1006は グラム 陽性 菌お よ び グ

ラム陰性 菌の広範 囲 にわ た り強 い殺 菌力 を示 す。 体内

動 態にお いて は高 い血 中濃度 と良好 な組織 内濃度 を保

持す る成績 が得 られて い る。

今回 の耳 鼻咽 喉科 領域 感染 症37例 にお け る治療 成

績 で は,全 体 と して は 有 効 率86.5%の 良 い 成績 で

あ った が,慢 性 中 耳 炎の 急 性 増 悪 で は1回100mg,

L日3回 投与3例 の有効 率 が1/3と 低 く,1回L50

mg,1日3回 投 与8例 の有 効 率 は6/8で ある こと

よ り考 え ると,本 疾患 に対 しては1回150mg以 上の

投 与が必 要 と思われ る。安全 性 について は,今 回の検

討 で投与 前後 に実施 出来 た臨床 検査成績 が少 なか った

こ とはあ るが,特 別 な副作用 はな く安 全に投与出来る

と考え られた。

以上 よ り,本 剤 は耳鼻 咽喉科 領域感 染症 に対 して有

用 な薬剤 と考え られ る。
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Table 2. Laboratory findings before and after S-1108 treatment
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We evaluated the clinical efficacy of S-1108, a new ester-type cephalosporin antibiotic,

in 37 patients including 3 with acute otitis media, 1 with chronic otitis media, 11 with acute

exacerbation of chronic otitis media, 1 with acute otitis externa, 2 with acute sinusitis, 3

with acute exacerbation of chronic sinusitis, 1 with acute nasopharyngitis and 15 with

acute tonsillitis. S-1108 was administered orally in a dose of 100 mg or 150 mg t. i. d. for

3•`15 days.

The overall clinical iefficacy rate was 86. 5%. Bacteriologically, 44 strains were isolated

from 33 cases, and the bacteriological effect was eradication" in 34 strains, "persisted"

in 3 and "unknown" in 7.

Side effects consisted of mild diarrhea in only one case. There were no abnormal labo-

ratory findings.


